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1.緊急調査観測の企画・立案
2.全国の大学の人材・機材の調整
3.研究者間の情報共有
4.観測・解析結果に係る情報の対
外発信

5.火山防災協議会等を通じた地
元自治体等への対応

緊急時 地元大学の自助努力に依存していた
緊急観測に係る実務を、地元大学と連携して
実施する。

●地震観測網
■電磁気観測網

地下の地震波速度構造
イメージング

地下の比抵抗構造
イメージング

地下内部状態の推定

平時 観測計画に基づき、対象火山に地震・
電磁気等の多項目観測網を機動的（半年程
度）に設置し、地下内部状態の変化を捉える。
得られた観測データをオールジャパンの火山研究
者で共有。
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